
理事会議事録
１ 開催日時 令和６年４月２２日(月) 午後３時００分から午後４時００分まで
２ 開催場所 富山市新庄町３９-６ 富山県計量検定所 ２階会議室
３ 議決に加わることができる理事数 ２７名

出席理事数 １９名（代表理事を含む）
なお、この理事会開催にあたり、理事及び監事全員の招集手続き省略の同意があった。
副会長 金尾 雅行、副会長 川田 豪、副会長 堀江 宏充、副会長 上野 芳則、
専務理事 廣野 徹、常務理事 黒川 伸一、常務理事 増山 一郎、常務理事 廣田 茂、
理事 松井 和博、理事 原 久生、理事 竹森 千加史、
理事 日野 康志、理事 出口 裕二、理事 塩崎 吉康、理事 堀江 虎哲、
理事 阪田 茂美、理事 白石 康、理事 林 義人

監事総数 ２名
出席監事 ２名 監事 橋本 務、 監事 手崎 俊之

以下の出席者は、富山県計量検定所２階会議室（富山市新庄町39-6）より参加した。

以下の出席者は、Web会議システム「Teams」アプリにより参加した。

４ 議 長 代表理事（会長） 水越 靖

５ 議事録作成にかかわる職務を行った理事
常務理事 廣田 茂

６ 議長の選任および理事会の成立
定刻に至り、水越靖会長が議長席に着き、司会者 廣田茂常務理事が、本日の理事会は、web会議シ

ステムを利用し行う旨を述べ、理事会を開催する旨宣言し、ついで水越会長から挨拶があった。続いて、
web会議システムにより、出席者の音声が即座に他の出席者に伝わり、出席者が一堂に会するのと同等
に適時的確な意見表明が互いにできる状態となっていることを確認した。続いて、議長は、出席者数の
確認を事務局に求め、廣田茂常務理事から出席者数の発表と、本理事会が定款第３３条の定める定足数
を満たしており、適法に成立した旨を告げ、定款３２条に基づき会長を議長に選出した。議長は、議事
に入る前に議事録の署名について、代表理事（会長）及び監事が行う旨の説明をした。
続いて、次の議案の審議に入った。

７ 議案の審議状況及び議案別議決の結果
決議事項及び報告事項

議長は、第1号議案「第15回定時総会書面による議決権行使の件」について、事務局に説明を求めたので、黒川伸一
常務理事より別紙資料に基づき説明がなされ、下記要領にて招集し、定款に基づき本理事会で決議したい旨説明があ
った。なお、定款第27条第5項の規定に基づき、定時総会において書面による議決権の行使が出来ることとすること
についても、決議をしたい旨説明があった。

１. 開催日時 令和6年5月27日（月曜日）午後4時
２. 開催場所 富山電気ビル 富山市新桜橋通り3-1
３. 目的である事項等

① 理事及び監事の選任の件
② 令和5年度事業報告承認の件
③ 令和5年度計算書類及びその附属明細書（並びに財産目録等）承認の件
④ 定款の変更の件
⑤ 計量士部会の会費の改定の件

４. 書面による議決権行使決定の件
これに対し、議長は、審議を求めたところ、満場異議も無く、全員挙手賛成により、これを承認した。

会 長 水越 靖 （東洋ガスメーター㈱）
常務理事 廣田 茂 （日本海計測特機㈱）

副会長 金尾 雅行 （富山港湾運送㈱ 会議室 富山市東岩瀬町 100）
副会長 川田 豪 （㈱不二越 会議室 富山市不二越本町 1-1-1）
副会長 堀江 宏充 （㈱堀江商会 会議室 富山市婦中町外輪野1430-1））
副会長 上野 芳則 （個人宅）
専務理事 廣野 徹 （㈱広野 会議室 富山市針原中町 356）
常務理事 黒川 伸一 （㈱黒川製作所 会議室 富山市金屋1634-10(金屋企業団地)
常務理事 増山 一郎 （富山衡器㈱ 会議室 富山市三郷 33-1）

理 事 松井 和博 （㈱システック牛島 会議室 富山市才覚時 606）
理 事 原 久生 （㈱電陽社 会議室 富山市奥井町 17番 38号）
理 事 竹森 千加史 （日本通運㈱北陸東支店 会議室 射水市奈呉の江4－1）
理 事 日野 康志 （高岡矢崎サービス㈱ 会議室 富山高岡市野村 1667）
理 事 出口 裕二 （環研令和㈱分析事業部） 会議室 富山市黒瀬 322 番地 8)

理 事 塩崎 吉康 （塩﨑商衡㈱ 会議室 高岡市木舟町 70）
理 事 堀江 虎哲 （丸文通商㈱取締役富山支店 会議室 富山市奥井町 17番 38号）

理 事 阪田 茂美 （三菱ケミカル㈱富山事業所 会議室 富山市海岸通り 3）
理 事 白石 康 （日産化学㈱ 会議室 富山市婦中町笹倉 635)
理 事 林 義人 （高岡計量システム 会議室 高岡市福岡町上野 93）
監 事 橋本 務 （㈱環境理研 会議室 高岡市千代 248-3）
監 事 手崎 俊之 （高岡交通㈱ 会議室 高岡市二塚754番地1）



第2号議案「理事及び監事の選任の件」について、議長から事務局に説明をもとめたので、廣野徹専務理事より、別紙
資料に記載のある理事及び監事を定款22条第3項の規定に基づき、令和6年5月27日開催の第15回定時総
会で第2号議案「理事及び監事の選任の件」について決議をしたい旨説明があった。
これに対し、議長は、審議を求めたところ、満場異議も無く、全員挙手賛成により、これを承認した。

第3号議案「令和5年度事業報告承認の件」及び第4号議案「令和5年度計算書類及びその附属明細書（並びに財産目録
等）承認の件」について、議長から事務局に説明及び報告をもとめたので、監事の監査を受けた別紙資料の基づき、第3
号議案「令和5年度事業報告承認の件」については、代表理事（会長）及び業務執行理事が説明及び定款第14条第4項に
基づき報告を行った。山田岩男業務執行理事（副会長）及び米田憲司業務執行理事（常務理事）はやむをえない事情によ
り欠席されたので、報告書面により廣田茂業務執行理事（常務理事）が代読で報告を行った。第4号議案「令和5年度計
算書及びその附属明細書（並びに財産目録等）承認の件」については、廣田茂常務理事が説明を行った。引き続き、議長
は、監事に監査の報告を求め、監事の橋本 務氏から、会計帳簿又はこれらに関する資料の調査を行い、当該年度に係る
計算書類及びその附属明細書（並びに財産目録等）は適正に表示しているものと認められ、また、業務及び財産の状況の
調査等を行い、当該年度に係る事業報告を監査したところ、法令及び定款に従い、当協会の状況を正しく示しているもの
と認める、との報告があった。なお、定款22条第4項の規定に基づき、令和6年5月27日開催の第15回定時総会で第3号議
案「令和5年度事業報告承認の件」及び第4号議案「令和5年度計算書類及びその附属明細書（並びに財産目録等）承認の
件」について決議をしたい旨説明があった。

これに対し、議長は、審議を求めたところ、満場異議も無く、全員挙手賛成により、これを承認した。

第5号議案「定款の変更の件」について、議長から事務局に説明をもとめたので、金尾雅行副会長が
別紙資料に基づき、2023年5月22日開催の総会にて、金尾副会長より議事録署名人について選任方式に
したい旨提案があり、2024年の総会時に定款の変更の決議を予定しており、内容は別紙に記載の通りで
すが、「２ 議長及び出席した副会長は、前項の議事録に記名押印する。」の後に、又は、議長及び出席
した副会長のうちから互選された副会長2人以上が前項の議事録に記名押印する。を追加し、全員から
の記名押印をもらわなくてもよいことする旨説明があった。このことについて、定款第40条の規定に基
づき、令和6年5月27日開催の第15回定時総会で第5号議案「定款の変更の件」について決議をしたい旨説明
があった。
これに対し、議長は、審議を求めたところ、満場異議も無く、全員挙手賛成により、これを承認した。

第 6号議案「参与の選任の件」について、議長から事務局に説明を求めたので、増山一郎常
務理事が別紙資料に基づき、人事異動により富山県計量検定所所長の坂口実氏が転出され、谷畑滋英
氏が新しく富山県計量検定所所長として転入されたため、新たに谷畑滋英氏を参与として選任する旨説
明があった。なお、定款第 19条第 3項の規定に基づき、本理事会において、決議したい旨説明があった。
これに対し、議長は、審議を求めたところ、満場異議も無く、全員挙手賛成により、これを承認した。

第 7号議案「計量士部会の会費の改定の件」について、議長から事務局に説明を求めたので、上野芳
則副会長が別紙資料に基づき、長年、当部会は、個人かつ一般計量士という国家資格を有する者が協調
しながら部会を支えてきているが、計量士の高齢化により退会が目立ち、当部会が係わる協会事業の運
営が一段と難しい状況となっており、現在の一律化した体系では、これ以上会員増を期待することがで
きず、入会条件・会費を一部見直し、企業内計量士の加入促進、計量士を志す者、計量に興味を持つ者
などの入会の門戸を広げ、人材の掘り起こし、計量士間連携構築・強化・育成のための部会を目指し人
材確保を図るため、会費体系は、現行 1区分となっているが 3区分に見直し改定を求める旨説明があっ
た。このことについて定款第 22条の規程に基づき、令和 6年 5月 27日開催の定時総会議案で第 7号
議案「計量士部会の会費の改定の件」について決議をしたい旨説明があった。
これに対し、議長は、審議を求めたところ、満場異議も無く、全員挙手賛成により、これを承認した。

報告事項
続いて、廣田茂常務理事より「令和6年度中部７県計量協議会について」について別紙のとおり報告があった。

以上をもって本日のWeb会議システムを用いた理事会は、終始異常なく議事の全部の審議及び報告事
項を終了したので、議長は午後４時００分、閉会を宣し、解散した。

上記議事の経過の要領及びその結果を明確にするため、代表理事（会長）及び監事が記名押印する。

令和６年４月２２日
富山市新庄町３９番地の６ 公益社団法人 富山県計量協会

議 長 代表理事 水越 靖 ㊞

議事録署名人 監 事 橋本 務 ㊞

議事録署名人 監 事 手崎 俊之㊞

（捺印のある原本を綺麗に表示できない為、原稿を載せてあります。）


